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結果、 絵本や絵本の読み聞かせに関する論文は、 幼児や家庭を対象と したものが多 く、 教科教育に関する研究は非常に
少ないことが分かった。 実践事例においては、小中高の全校種で教科教育だけではなく教科外においても、多様に活用さ
れ有効であるという報告が多数なされていることが分かった。 よって教科教育と関連する実践から得られた知見は、 論文
と して発表されたものは非常に少ないのが現状であるが、 学校教育において絵本が教材と して活用できることへの示唆を
得ることができた。 




(2002) は、 絵本は 「見開きを単位と したイ ラスト レー
ションと文章からなり、 連続する画面の展開の中でストー
リーが構成される」 ものである と述べている。 視覚デザ
イ ンから絵本を語る笹本 (2001) は、 「絵本は絵と言葉
の表現伝達手段を, 複合的に用いた複数の画面を一定の
順序で連ねたメ ディ アである」 と述べている。 また絵本
の絵と言葉の関係において、 言葉に対するイ メ ージが無
数にある時、 そこに特定の絵があれば 「イ メ ージが直ち
に固定され」、「理解はきわめてスムーズ」 になるという。 
すなわち、 絵と言葉をもって、 何事かを伝えるための絵




イ メ ージ化したり、 さらにイ メ ージを具体化したり、 広
げたりすることが日的になるものと述べている。 さらに
絵本は読み聞かせることで, 視覚と聴覚の両方から情報




ではないこ とは想像するにたやすいこ とである。 しかし
そのこ とが絵本を幼い子どものための読みものとする考
えになっているのではないだろうか。 そこに疑問を持っ
た片桐 (2005) は、 「生」 と 「死」 をテーマにした絵本
の分析から、 絵本を使う対象者に年齢はないのではない















いて論じることを日的と した c 
2 . 研究方法








論文のほとんどは、 幼児を対象と したものや、 家庭で
行われる読み聞かせに関するものであった。 例えば、 徳
測 ・ 高橋ら (1996) は3 歳児から5 歳児を対象に、 集団
での読み聞かせの場面から子ども同士でどのよ う な相互
作用がみられるか、 年齢によって違いはあるのかについ
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表 1 調査対象学会誌
学会誌名 l 学会名 l 対象理由 ・ 備考 
国語科教育 l 全国大学国語教育学会 l 国語科 
日本数学教育学会誌 l 日本数学教育学会 l 算数科・ 数学科 
理科教育学研究 l 日本理科教育学会 l 理科 
社会科教育研究 l 日本社会科教育学会 l 社会科 
体育学研究 l 日本体育学会 l 体育科 
音楽教育学 l 日本音楽教育学会 l 音楽科 
日本家庭科教育学会誌 l 日本家庭科教育学会 l 家庭科 
美術教育 l 日本美術教育学会 l 図画工作科・ 美術科 
せいかつ&そうごう l 日本生活科・ 総合的学習教l 育学会 l 生活科 1994年創刊~ 2000年 『せいかつ か』 2001年~ 2010年現学会誌名 
日本教科教育学会誌 l 日本教科教育学会 l 全教科を対象にしているため。 
教育メディア研究 l 日本教育メディ ア学会 l 絵本というメディアであるため 1993年 0 ~ 現学会誌名 1994年~ 現学会名 








小林 (2003) は、 児童と母親の絵本観の比較研究と し
て、児童が好きな絵本と母親が読ませたい絵本に着目し、
両者の絵本観から絵本の意味について論じた。 両者が絵
本に求める共通の観点は、 「おも しろさ」 であったが、




もしろさのう ち、 気持ちが高揚するよう な冒険物語を上
位に選択し、 主題に勤勉や教育性のある絵本は下位となっ

















に関する ものがある。 年中児から小学4 年生の被験児に




いて、 学年ごとの理解度を調査した。 これによると、 さっ
ちゃんがいい子にしていれば指が生えてく る と答えた子
どもは年長児男子約6 割、 女子8 割以上に上り、 指は生
えてこないという、 障害の永続性に気付けた子どもは2 












小学校学習指導要領の 「言語活動」 を例に挙げ、 「昔話







愛犬の死をテーマした 『ずう っとずう っと大すきだよ』
(ハンス ・ ウイルヘルム、1988) の絵本を教材と して使














少ない。 さらに上記の論文もそう であるが、 教科におい
て絵本を活用するといった提案に留まっているため、 そ
れを活用した結果や教科における絵本活用の効果などは





実践 (例えば吉田、2005) に、 戦争児童文学の読み聞か
せを取り入れた実践がある。 子どもたちがイ メ ージしに






がある (藤田1998)。 その過程には、 身近な絵本をさま
ざまな観点から分析する学習や手作り絵本の専門家に指
導を受ける体験などがあった。




石井 (2005) は、 たく さんの絵本に触れながら、 生徒
間でお薦めの絵本を紹介し合う実践について報告してい





慮して2 つのグループ (授業 A、 授業B) に構成した分
析対象の子どもたちに 「ことば」 の授業を設定した。 す
なわち各グループの学習課題や目標は異なる中で、 同一





安藤ら (2009) は 「児童数学」 の文化を広める研究に




く、 文化と して定着していない」 という実態である。 こ
れを踏まえ、 「数学という作品に触れるこ とを楽しむ文
化」 の広がり を掲げ、 「児童数学」 絵本の開発が進めら
れている。
竹村 (2002) は中学生に数学絵本を作らせる取り組み
を行ない、 学習過程で生まれてく る 「自己と数学の意味
生成 ( 自己変容) 」 について考察を行っている。 絵本を
制作するに当たり 「絵の問題」 「取り上げる数学的内容
の個人差」 「絵本への興味関心」 「男女差」 などの課題が
残されたが、 「自分の中の 『わからなさ』 や 『わかりず
らさ』」 などの内的体験を語り直していく」 姿など、 自
己変容はみられたという。
③理科
川崎ら (2008) の実践は、 ろう学校において、 「かが
く絵本」 の制作に取り組んだものがある。 生徒たちの制
作を通し、 「科学的リテラシーの事象を科学的に正確に
説明できる力」 を育成できたこ とや、 「理科を身近に感
じられた様子」 がうかがえたことなどを報告している。 
さらに、 この実践は 「聴覚障害を持つ生徒への視覚教材
と しても有効」 であるこ とが明らかにされている。



























橋本 (2007) は 「いたずら」 を題材にした絵本を小学
3 , 4 年生に活用し、 道徳教育の内容である 「自己を他
の人と関わりの中でとらえ、 望ましい人間関係を育成す
る」 効果を絵画表現を用いて考察している。 絵本を活用
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田中 (2010) は住環境教育の教材として、 家にまつわ
る市販の絵本4 F用-を活用した授業計画を提案している。 
題材名は 「住いと環境共生について」 である。
堀内 (2010) は小学生のジェ ンダー観を揺さぶる授業
の実践報告と して、 絵本を活用している。 学習効果と し
ては、 「各家庭における役割分担の相違についての気づ







(例えばRobert J.Schalkoff、2007) 0 
また、 英語絵本の読み聞かせを児童に実践した報告
(例えば山崎、2009) では、 英語の原書であっても児童
は推測しながら読むこと を楽しみ、 「絵とスト ーリーが
連動しているので理解しやすい」 「物語を聞き取り、 か
つ、 焦点化した言語形成を意味ある文脈で使う ことがで
きた」 こ となどを結果と して挙げている。
白須 (2004) は英語教育に英語で書かれた絵本や児童
文学を生徒が活用することの意義を 「言語習得」 「異文
化理解」 「文化的価値」 の面から述べている。 その反面、
良い作品であっても文章が長いと授業では時間がかかり




野部 (2008) は 「情報モラル絵本」 の制作を高校生に
実践した。 ストーリーは 「迷惑メール ・ チェーンメール」


































絵本 『だいじよう ぶ だいじようぶ』(いとう、1995) 
を中心資料にして、 家族に感謝の気持ちを伝えよう とす




特別支援学級 (特殊学級 ・ 障害児学級を含む) の児童
や多動児への発達支援のための教材として絵本を介した
取り組みが多数報告されている。 例えば前田 (1995) は、
情緒学級に通う小学校1 年生男児に対して、 個別に絵本
の読み聞かせと絵本づく り に比較的継続して取り組んだ。 
絵本を活用した継続的な発達支援の試みによって、 男児
は 「場面状況とこ とばの理解を深めて」 いく と共に、
「表現された心情を細かく 読みとれるこ と も可能になっ



























では、 活用方法の多 く が学習で得た知識の定着を図るた
めに絵本を制作したり、 調べ学習のまとめに絵本を制作




た特徴がある。 また、 このケースには、 文字のない絵本








る実践がみられた。 その他は、 児童生徒が絵本をつく る
活動が多かった。 その傾向は算数数学科、 理科、 図画工
作科、 家庭科、 情報などの教科でも見られた。 社会科で
は国語科同様に戦争や昔の人々の暮らしなどを知る歴史
学習の中で絵本を資料として活用していた。 比較的新し










むこ とをねらいと した長期的な取り組みの一端と しての
活用である。 また、 講演会や見学旅行など学校行事とも
重なるが、 事前学習の資料と して用いられるケースも少













高等学校全体を通し、 絵本の 「読み聞かせ」 や 「絵本づ
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